
瑞
渓
周
鳳

の

『
刻
楮
集
』
に

つ
い
て

伊

藤

東

慎



『
刻
楮
集
』

の
存
失

両
足
院
蔵

『
刻
楮

』
に

つ
い
て

『刻
楮
集
』
筆
録
者
瑞
渓
周
鳳
と
同
書
か
ら
の
抄
出
者
天
隠
竜
沢

『
刻
楮
集
』

天
隠
竜
沢

の
抄
出

と
そ

の
後

の
伝
写

垢
鞍
集

の
成
立
と
そ
の
資
料
的
価
値

両
足
院
蔵

『
刻
楮
』
抄
出
書

名

一
覧
表

一
八
三

一
八
五

一
九
二

一
九
三

一
九
六

一
九
九

二
〇

二



『
刻
楮
集
』

の
存
失

室
町
時
代
中
期

の
禅
僧
、
相
国
寺

の
瑞
漢
周
鳳
が
群
書
を
渉
猟
抜
粋
し
た

『刻
楮
集
』
と
い
う
二
百
巻
の
巨
冊
が
あ

っ
た
と
伝
え
ら

れ
る
。
と
こ
ろ
が
現
在
は

一
二
の
零
本
が
諸
所
に
散
在
す
る
だ
け
で
、
あ
と
は
散
失
し
て
し
ま

っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
た
と
え
ぱ

『
新
纂
禅
籍
目
録
』
に
は
、
成
筈
堂
文
庫
所
収
の

一
冊
本
を
あ
げ
る
だ
け
で
あ
る
。

『
刻
楮
集
』
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
建

仁

寺
両
足
院
の
高
峰
東
唆
が
、

『霊
松

一
枝
』
二
巻
と
い
う
栄
西
禅
師
伝
記
蒐
録
書
の
巻
上
に

瑞
漢
の
刻
楮
集
に
日
工
集
第
九
を
引

い
て
曰
く
、
泉
涌
開
山
我
禅

鍛
脇
脚
禅
法
師
は
、
傍
ち
建
仁
開
山
の
小
師
な
り
。
伝
聞
す
、
建

仁
開
山
死
に
臨
ん
で
遺
誠
す
。
我
禅
来
る
と
き
門
を
閉
じ
て
入
る
こ
と
を
ゆ
る
す
こ
と
を
得
ざ
れ
と
。
果
し
て
我
禅
預
め
知
り
梯

を
設
け
て
入
る
。

と

『
刻
楮
集
』
所
収

の

『
日
工
集
』
を
引
用
し
、
そ
れ
に
附
記
し
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

唆
曰
く
。
日
工
略
集
を
検
す
る
に
こ
の
語
な
し
。
瑞
漢
の
み
る
ど
こ
ろ
は
、
蓋
し
四
十
八
巻
の
本
な
ら
ん

と
瑞
渓
の

『刻
楮
集
』
に
引
用
さ
れ
た
義
堂
周
信
の

『
日
工
略
集
』
の
こ
の
部
分
は
、
流
布
本

『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
に
は
見
ら

れ
ず
、
略
集
と
し
て
抄
録
さ
れ
る
以
前
の
四
十
八
巻
本
所
収
の
文
で
、
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

さ
ら
に
大
正
九
年
九
月
の

『
支
那
学
』
第

一
巻
第

一
号
に
、
当
時
両
足
院
の
住
職
だ

っ
た
佐
賀
東
周
師
が

『
六
通
寺
派
の
画
家
』
と
い

う
論
文
の
中
で

瑞
渓
周
鳳
の
刻
楮
集
に
つ
い
て

(伊
藤
)

一
八
三



一
八
四

瑞
漢
に
三
十
歳
の
後
輩
な
る
天
隠
竜
沢
の
抄
本
な
る
刻
楮
集
を
見
る
事
が
出
来
た
。
足
本
で
は
な
い
が
依

っ
て
以
て
刻
楮
の
大
概

を
知
る
に
は
充
分
で
あ
る
。

と
し
、

『刻
楮
集
』
に
就
い
て
は
稿
を
改
め
て
紹
介
し
た
い
と
約
束
さ
れ
た
が
、
翌
年
六
月
九
日
示
寂
の
た
め
か
、
そ
の
実
現
を
見

な
か
っ
た
。
か
つ
て
玉
村
竹
二
氏
は
こ
の
よ
う
に
両
足
院
主
が
二
人
も

『
刻
楮
集
』
を
見
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
、
恐
ら
く
同
院
蔵
本

中
に
同
書
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
ほ
の
め
か
さ
れ
た
。
そ
の
両
足
院
を
い
ま
守
塔
し
て
い
る
私
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
多
少
は

心
に
か
け
乍
ら
も
、
性
来
の
獺
惰
の
た
め
調
査
が
延
引
し
て
今
日
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
現
在
の
両
足
院
の
蔵
書
目
録
は
、
佐
賀
師
示

寂
後
の
大
正
十
三
年
頃
に
作
製
さ
れ
た
も
の
で
、

『刻
楮
集
』
の
書
名
は
載

っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
こ
れ
ま

で
は
存
失
不
明
で
あ

っ
た
。
今
夏
偶
、
両
足
院
の
古
い
蔵
書
目
録
数
種
を
発
見
し
、
そ
の
最
も
古
い
寛
文
四
年

(
一
六
六
四
)
雲
外
東
竺
編
の
目
録
か
ら

『
刻

楮
集
』
発
見
の
端
緒
を
得
た
。
同
目
録
の

「仏
書
之
類
」
に

刻
楮

五
秩

五
十
四
冊

木
秩

十
冊

火
秩

九
冊

土
秩

十

一
冊

内

金
峡

十

一
冊

水
秩

十
三
冊

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
五
秩
に
わ
か
れ
た
五
十
四
冊
の

『
刻
楮
集
』
が
当
時
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
書
庫
の

一
隅
に
、

こ
の
各
種
の
秩
名
を
朱
書
し
た
数
十
冊
の
写
本
が
秩
を
失

い
、
緒
縄
で

一
括
さ
れ
て
あ
る
の
を
知

っ
た
。
整
理
を
す
す
め
て
行
く
と
、

こ
の

一
群
か
ら
わ
か
れ
て
独
立
の

一
書
と
し
て
、
現
目
録
に
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
の
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
独
立
書
を

こ
の

一
群

へ
も
ど
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。



「木
」
十
冊

「火
」
九
冊

「金
」
十

一
冊

「水
」
十
三
冊

合
計
四
十
三
冊
が
現
存
し
、

「土
」
秩
十
三
冊
は
遂
に

一
冊
も
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
寛
文
四
年
に
五
秩
に
わ
か
れ
五

十
四
冊
あ

っ
た

『刻
楮
集
』
が
ど
う
い
う
理
由
で
か
、
前
記
の
よ
う
に

「土
」
秩
全
巻
を
失

っ
た
と
は
い
え
、
ほ
か
の
峡
に
属
す
る
全

巻
が
残

っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
上
も
な
い
喜
び
で
あ

っ
た
。

ω

玉
村
竹

二
氏

『
歴
史
地
理
』
第

七
十
四
巻
第
五

・
六
号

空

華
日
工
集
考

(
上
)
・
(下
)
ー
別
抄
本
及
び
略
集
異
本

に
就

い
て
ー

(上
)参

照

両

足
院
蔵

『
刻
楮
』

に

つ
い
て

両
足
院
蔵

『
刻
楮
』
は
瑞
漢
周
鳳
の

『
刻
楮
集
』
か
ら
天
隠
竜
沢
が
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
佐
賀
東
周
師
の
指
摘
は
「金
」

第

十
の

「刻
楮
集
目
録
」
の
下
に
あ
る

「朱
点
黙
雲
所
写
」
と
い
う
注
記
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
、こ
こ
に
黙
雲
と

い
う
の
は
天
隠
竜
沢

の
別
称
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
が

『
刻
楮
集
』
か
ら
の
天
隠
所
抄

の
も

の
で
あ
る
と
は
い
い
き
れ
な
い
。
天
隠
自
身
が
原
本
か
ら
抄
出
し
た
と
思
わ
れ
る
部
分
、
天
隠
の
寂
後
、
、法
縁
の
あ
る
も
の
が
追
補
し

た
と
認
め
ら
れ
る
部
分
を
含
む
か
ら
で
あ
る
。

本
文
の
筆
跡
は

一
筆
で
な
く
数
筆
か
ら
成
っ
て
い
る
。
筆
写
時
代
に
つ
い
て
の
確
証
は
な
い
が
、
大
部
分
は
江
戸
時
代
以
前
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
ず
本
書

の
体
裁
を
検
べ
て
見
よ
う
。
本
文
墨
付
は
少

い
冊
で
九
紙
、
最
も
多

い
冊
で
五
十
四
紙
、
半
葉
十
五
行
内
外
、
毎

瑞
渓
周
鳳
の
刻
楮
集
に
つ
い
て
(伊
藤
)

一
八
五



一
八
六

行

廿

五

字

内

外

と

一
定

し

て

い
な

い
。

表

紙

は

各

冊

と

も

本

文

と

は

別

人

の
加
筆

が

あ

る
。

左
中

央

に

「木

」

「
火

」

「金

」

「
水

」

の

(輔
)

(編
)

秩

名

が
前

記

の
よ

う

に
朱

書

さ

れ

て

い

る
。

い

ま

「
木

」

第

一
を
例

に
取

る

と
、

左

端

に
普

灯

・
爽

注

補

教

篇

・
錬

津

文

集

と

抄

出

書

名

を

表

示

し

、

そ

の
下

に

「
木

」

と
朱

書

し
、

続

い

て

「
第

一
」
、

左

下

に

「
仁

十

冊

之

内

」

と

あ

る
。

こ

の

「
仁

十

冊

之

内

」

と

い

う

の

は

「
木

」

秩

だ

け

に
記

さ

れ

て

い

る
。

こ

の
秩

は
も

と

二
十

冊

あ

っ
た

が
、

雲

外

東

竺

の
時

代

に

は
、

そ

の
う

ち

七

冊

が

な

く

な

り
十

三
冊

に
減

っ
て

い
た

こ

と

を

示
す

も

の

だ

ろ
う

。

書

名

は
左

上

と
ぱ

か

り

に
限

ら

ず

、

右

上

に
書

か
れ

て

い

る
場

合

も

あ

る
。

綴

目

に

「
第

七
」

と
あ

る

の

は
整

理

の
結

果

、

雲

外

東

竺

時

代

に
あ

っ
た

『
刻

楮

』

の
巻

数

第

一
か
ら

第

五

十

四

迄

の
整

理

番

号

の

よ
う

で
あ

る
。

散

侠

し

た

「
土
」

秩

十

一
冊

発

見

の
手

が

か
り

に
、

秩

別

番

号

と
綴

目

番

号

と

を
対

比

し

て

お

こ
う

。

綴

目
番

号

1
～

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

上

下

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

帳
別
番
号

/
-
/
碧

楚

飛

雑

/
火2

火3

火4

金1

/

金2

/

水4

/

火5

火6

/

水7

/

火9

火8

金3

水B

15

15

3

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

　
　

り
　

 /

祁

/

/

釦

部

部

釦

/

釦

釦

翻

祁

却

細

畑

/

釦

釧

細

細

細

釧

「水
」
B
に
は
綴
目
番
号
な
く
、

「火
」
一
、

「水
」
A
の
綴
目
番
号
は
破
損
の
た
め
判
明
し
な
い
。

書
名
や
秩
別
番
号
な
ど
の
書
き
方
は
各
巻
共
通
で
あ
る
が
、
表
紙
や
そ
の
裏
に
そ
の
冊
に
関
係
す
る
要
文
や
語
句
等
の
祓
粋
を
記
す



も
の
も
あ
る
。
本
文
と
異
な
り
後
人
の
加
筆
で
あ
る
。

「朱
点
は
天
隠
の
写
す
と
こ
ろ
」
と
い
う
刻
楮
集
目
録
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
朱
勾
が
巻
次
ま
た
は
書
名
の
右
肩
に
施
さ
れ
て
い
る

が
、
い
ま
頭
部
に
○
印
を
附
し
て
代
用
し
て
お
く
。

刻
楮
集
目
録

朱
点
黙
雲
所
写
(朱
書
)

一

空
東
山
ー
已
上
四
十
二
人
録
。
見
天
章
閑
東
集
。

(娚
)

二

牧
漢

稜
厳
義
海

三

詩
話
総
亀

准
南
子

羅
山
集

江
文
通
文
集

潜
漢
集

〇
四

〇
五

〇
六

〇
七
太
平
広
記

〇
八
同

九

〇
十

〇
十

一

十
二

〇
十
三
類
説

〇
十
四
同

十
五
姻
纐
説

〇
十
六

大
蔵

一

〇
十
七

鶴
林
玉
露

十
八

海
録
砕
事

〇
十
九

剣
南
続
藁

画
慢
集

楊
誠
斎

修
真
十
書

(
編
)

(鼎
)

〇
二
十

皇
朝
文
翰

閑
居
偏

退
耕
録

詩
家
昇
衡
続
藁

陳
簡
斎
詩

玉
海

南
湖
集
序

子
昂
伝

牧
漢
伝

二
十

一

大
蔵
二

二
十
二

同
三

〇
二
十
三

竹
圃
散
人
夢
語

康
瓠
集

会
稽
志

橘
山
四
六

子
昂
行
状

容
斎
三
筆
四
筆

呉
越
春
秋

唐
人
絶
句
集

世
説
新

(編
)

語

新
序

群
書
鈎
玄

自
警
偏

漁
樵
対
問

金
明
池
事
　

二
十
四

二
十
五

二
十
六

(
草
)

〇
二
十
七

図
絵
宝
鑑

清
容
居
士
集

牧
闇
先
生
集

諸
子
璃
林

本
輿

古
今
雑
集

瑞
岩
寿
禅
師
録

〇
二
十
八

頴
浜
文
集

瑞
渓
周
鳳
の
刻
楮
集
に
つ
い
て
(伊
藤
)

一
八
七



一
八
八

二
十
九

唐
書

三
十

同

三
十
二

容
斎
続
筆
五
筆

三
十
五

普
門
品
釈

観
音
経
義
疏

三
十
八

大
蔵
五

四
十

宣
和
画
譜

入
蜀
記

半

南
山
行
藁

又
玄
集

四
十

一

大
蔵
六

〇
金
山
志

〇
四
十
二

東
披
別
集

〇
四
十
三

宋
広
平
梅
花
賦

項
砕
録

柳
待
制
集

玩
易
斎
詩
集

清
涼
伝
序

〇
四
十
四

大
蔵
七

四
十
七

東
山
外
集
抄

四
十
八

漢
書

五
十

湖
隠
録

法
住
記

蓄
域
因
伝

古
今
詩
林

五
十

一

筆
削
記

掌
中
枢
要

文
句
井
疏
記

〇
五
十
二

法
華
合
論

捜
神
記

柘
軒
先
生

金
湯
編

博
陵
王
問
答
抄

稽
古
略

日
本
書

中
岩
述

五
十
三

柳
抄

五
十
四
同

五
十
五
同

五
十
六

慈
氏
日
工
集



五
十
七

通
論
略
抄

〇
五
十
八

元
朝
諸
賢
詩

葉
室
舎
利
相
伝

泉
涌
寺
舎
利
相
伝

片
岡
達
磨
寺
化
疏

大
昌
無
之
(朱
書
)

十
八
羅
漢
賛

古
今
雑
詠
物
集

批
点
古
文

聖
福
寺
仏
殿
記

六
十

一

江
湖
集
抄

勝
剛
私
記

付
派
侍
者

〇
六
十
二

大
明
諸
禅
刹
位
次

本
朝
禅
院
諸
山
座
位

七
十

梵
網
古
　
私
抄

五
教
章
私
抄

七
十
二

七
十
三

七
十
四

八
十

一

八
十
四

九
十
一

〇
九
十
五

九
十
六

〇
九
十
八

九
十
九

大
明
皇
陵
碑

日
本
地
蔵
感
応
記

大
黒
経

容
斎
随
筆

中
峯
広
録
井
抄

心
経
私
記

百
法
問
答
抄
私
記

(楊
)

稜
厳
義
海

七
十
五
同

七
十
六
同

七
十
八
同

七
十
九
同

杜
詩
抄

八
十
二
同

柳
文
口
義

八
十
五
同

八
十
六
同

八
十
七
同

八
十
八
同

八
十
九
同

釈
門
正
統

玄
冥
録

文
献
通
考

群
書
備
数

源
家
小
伝

自
等
持
院
殿
至
今
相
公
廿

一
歳
清
少
納
言
撰
也

大
慧
年
譜

欣
笑
雲
南
遊
日
記

書
史
会
要

愚
漢
業
障
藁

瑞
渓
周
鳳
の
刻
楮
集
に
つ
い
て
(伊
藤
)

一
八
九



一
九
〇

百

漢
嵐
拾
葉
集

百
七

漫
温
州
志

百
十

円
覚
集
解

百
十

一

十
二

○
百
四

春
渚
紀
聞
自

一
至
+

十
三

五
教
章
抄

百
十
四

法
華
私
記

碧
岩
私
記

百
十
五

同

百
十
六

毛
詩

左
伝

文
選

百
廿

一

普
門
品
科
注

如

一
蓄
就
科
注
有
増
損

百
廿
九

紙
衣
謄

百
三
十

一

法
花
伝

百
三
十
二
同

百
三
十
六

蒲
室
疏
抄

天
英
撰

百
四
十
六

山
谷
詩
私
抄

百
四
十
六

百
四
十
七

百
四
十
八

百
四
十
九

百
五
十
同

百
五
十

一

法
華
繰
釈
上

百
五
十
二

百
五
十
三

百
五
十
八

百
五
十
九

百
川
学
海

右

の
目
録
の
中
、

「四
十

一
」
の
巻
次
に
朱
勾
が
な
く
、
列
記
さ
れ
た
書
名
の
う
ち

『
金
山
志
』
に
印
の
あ
る
の
は
、
第
四
十

一
巻

の
全
巻
は
写
さ
な
い
が
、
そ
の

一
部
で
あ
る

『
金
山
志
』
を
写
し
た
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
天
隠
が

『
刻
楮
集
』
か
ら
書
写
し
た
の
は

二
十
六
巻
(
う
ち

一
巻
は
そ
の

一
部
だ
が
)で
あ
る
が
、
そ
の
凡
て
が
両
足
院
蔵

『
刻
楮
』
の
中
に
残

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
残



っ
て
い
て
も
こ
の
目
録
通
り
の
書
名
が

一
巻
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
は
殆
ど
な
い
。
天
隠
は

『
刻
楮
集
』
か
ら
必
要
な
部
分
を
抄
出
し

て
、
も
と
の
巻
次
に
は
関
係
な
く
各
冊
を
ま
と
め
た
も
の
ら
し
い
。
本
稿
末
尾
に
両
足
院
蔵

『
刻
楮
』

の
抄
出
書
名

一
覧
表
を
附
し
て

お
く
か
ら
、
彼
此
参
照
あ
り
た
い
。
比
較
的
内
容
が
近
い
の
は

「火
」
九
と

『
刻
楮
集
』
第
二
十
三
巻
と
で
あ
る
。

カ

ッ
コ
内
の
数
字

は

『
刻
楮
集
』
の
巻
次
、
×
印
は
巻
次
不
明
。

千
家
辞
苑
×

康
瓠
集
(
23
)

橘
山
四
六
(23
)

唐
人
絶
句
集
(23
)

呉
越
春
秋
(23
)

世
説
新
語
(23
)

新
序
(23
)

竹
圃
散
人

文
(
23
)

清
容
居
士
集
(27
)

泳
玉
堂
記
×

詩
人
香
醸

×

松
卿
集

×

博
聞
録
×

記
纂
淵
海
×

三
山
志

×

こ
れ
に
よ

っ
て
天
隠
が

『
刻
楮
集
』
か
ら
抄
出
す
る
態
度
が
う
か
が
わ
れ
る
。
自
ら
の
利
用
に
供
す
る
の
が
目
的
で
、

『
刻
楮
集
』

の
原
形
を
そ
の
ま
ま
伝
え
よ
う
と
い
う
点
に
は
余
り
関
心
が
な
か

っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
目
録
に
従
え
ぱ

『刻
楮
集
』
は
第

一
巻
に
は
じ
ま
り
、
第
百
五
十
九
巻
で
終

っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
巻
数
を
示
す
も
の
九
十
七

(第

百
四
十
六
は
重
出
し
て
い
る
が
)、
巻
数
を
示
さ
な
い
も
の
六
十
二
巻
あ
る
の
は
ど
う
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
か
。
尤
も
瑞
漢
在
世
の

と
き
、
そ
の
一
部
を
失

っ
て
い
た
こ
と
は
後
に
詳
述
す
る
が
、
六
十
余
巻
も
失

っ
て
い
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

『
臥
雲
日
件
録

抜

尤
』
(以
下

『抜
尤
』
と
略
称
す
)
に
十
数
回

『刻
楮
集
』
又
は

『楮
』
の
略
称
で
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
次
の
わ
か
る
の
は
九
巻
あ

る
。
そ
の
う
ち
七
巻
は
こ
の
目
録
に
も
あ
る
が
、
第
六
十
巻
と
第
百
四
十
巻
と
は

『
抜
尤
』
に
あ
る
か
ら
、
両
巻
は
天
隠
の
と
き
に
は

存
在
し
た
筈
で
あ
る
が
載
せ
て
い
な

い
。
従

っ
て
天
隠
の
書
写
し
た
刻
楮
集
目
録
に
お
け
る
六
十
余
巻
の
脱
漏
は
、
そ
の
と
き
そ
の
全

部

が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
。

巻
次
だ
け
で
な
く
書
名
の
記
入
で
も
、
省
略
の
個
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。

『
抜
尤
』
文
明
二
年
三
月
表
紙
書
入
の

「四
要
品
、
有
四

瑞
渓
周
鳳
の
刻
楮
集
に
つ
い
て
(伊
藤
)

一
九
一



一
九

二

方

便
一L
の
注
に

「繰
尺

楮
百
五
十
六
」
と
あ
る
が
天
隠
所
引

の
目
録
に
は

百
五
十

一

法
華
揉
釈
上

百
五
十
二

百
五
十
三

百
五
十
八

と
あ
る
。
第
百
五
十
四
巻
乃
至
第
百
五
十
七
巻
を
脱
漏
し
て
い
る
う
ち
、
少
く
と
も
第
百
五
十
六
巻
は
法
華
繰
釈
で
、

十

一
巻
乃
至
第
百
五
十
六
巻
ま
で
は
同
書
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

恐
ら
く
第
百
五

『
刻
楮
集
』
筆
録
者
瑞
渓
周
鳳
と
同
書
か
ら
の
抄
出
者
天
隠
竜
沢

『
刻
楮
集
』
の
筆
録
者
、
法
諦
は
周
鳳
、
道
号
は
瑞
漢
、
別
号
を
臥
雲
山
人

・
刻
楮
子

・
竹
卿
子

・
擦
羊
僧
、
地
名
を
泉
南
と
い
う
。

明
徳
三
年
十
二
月
八
日
和
泉
の
堺
の
生
れ
で
、
夢
窓
派
無
求
周
伸
の
法
嗣
で
あ
る
。
詩
文
に
堪
能
で
外
学
に
も
通
じ
、
当
時
学
問
文
筆

に
た
け
た
厳
中
周
麗

・
惟
肖
得
巌

・
天
章
澄
或

・
江
西
竜
派
等
に
従
学
し
、
か
れ
ら
か
ら
深
い
影
響
を
受
け
た
。
学
問
的
に
傑
出
し
て

い
た
上
、
前
後
三
回
鹿
苑
僧
録
に
任
ぜ
ら
れ
、

宗
政
的
手
腕
も
高
く
買
わ
れ
て
い
た
。

遺
稿
も
多
く
日
記
録
の

『
臥
雲
日
件
録
』、
故

事

の
考
証
解
説
書

の

『
臥
雲
夢
語
集
』
、

蘇
東
披
詩
の
注
釈
書

『
挫
説
』
二
十
五
巻
、

外
交
文
書
の
作
例
集

『
善
隣
国
宝
記
』
三
巻
、

詩
集

『
臥
雲
稿
』
、
四
六
文
集

『
竹
卿
集
』、
群
書
の
抄
録

『
刻
楮
集
』
二
百
巻
等
が
あ
る
。
文
明
五
年
五
月
八
日
洛
北
北
岩
蔵
慈
雲
庵

で
八
十
三
歳
を
以
て
示
寂
し
、
の
ち
興
宗
明
教
禅
師
と
謹
さ
れ
た
。
ま
た
相
国
寺
の
寿
星
軒
、
無
求
周
伸
の
塔
所
寿
徳
院

(
の
ち
慶
雲

院
と
改
名
)、
寿
徳
院
内
の
寮
舎
、
北
禅
軒
、
嵯
峨
の
大
慈
庵
に
住
し
た
か
ら
、
北
禅

・
寿
星
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

『
刻
楮
集
』
か
ら
の
抄
出
者
天
隠
、
法
諦
は
竜
沢
、
黙
雲
と
号
し
播
磨
の
生
れ
。

一
山
派
の
天
柱
竜
済
の
法
嗣
で
、
建
仁

・
南
禅
に



歴
住
し
建
仁
寺
大
昌
院
に
止
住
し
た
。
雲
章

一
慶

・
正
宗
竜
統
等
に
外
学
を
受
け
、
著
作
に

『
翠
竹
真
如
集
』
『
黙
雲
稿
』
『錦
繍
段
抄
』

な
ど
が
あ
る
。
明
応
九
年
九
月
二
十
三
日
示
寂
し
た
。

『
刻
楮
集
』

の
成
立
と
そ

の
資
料
的

価
値

本
書
は
群
書
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
基
く
と
こ
ろ
の
原
本
が
現
存
す
れ
ば
、
資
料
と
し
て
の
価
値
は
高
く
な

い
。
と
こ
ろ

が
そ
の
抜
粋
の
内
容
に
よ
り
、
当
時

の
五
山
僧

の
関
心
が
ど
の
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
か
を
知
る
に
は
好
適

の
資
料
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

当
時
の
五
山
僧
が
禅
的
体
験
を
根
底
と
し
て
、
文
芸
的
要
素
を
培
養
す
る
補
給
源
を
こ
こ
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
も
う

一
つ
の
価

値

が
あ
る
。
こ
の
抄
録

の
中
に
、
当
時
は
存
在
し
た
が
現
在
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
史
料
が
あ
る
と
き
は
、
貴
重

な
存
在
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
述

の
四
十
八
巻
本

の

『
日
工
集
』
の
引
用
な
ど
そ
の
好
例
で
あ
る
。
ま
た
本
書
が
伝
写
さ
れ
る
に
つ
れ
記
入
さ

れ
た
注
や
識
語
に
も
、
捨
て
が
た
い
史
料
価
値

の
あ
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

も
と
も
と
こ
う
し
た
抜
粋
書
は
自
ら

の
利
用

の
た
め
に
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
瑞
漢
は

『
刻
楮
集
』
に
つ
い
て
自
ら

「群
書
中

の
要
を
抄
す
る
も
の
な
り
」
(『抜
尤
』
寛
正
五
年
八
月
廿

一
日
条
)
と
い
い
、
『
興
宗
明
教
禅
師
行
状
』
に
は
更
に
詳

し
く
製
作
の
過
程

と
そ
の
内
容
を
説
明
し

上
略

又
刻
楮
子
と
号
す
。
刻
楮
集
二
百
巻
あ
り
。
四
方

の
書
読
ま
ざ
る
は
な
し
。
読
め
ば
則
ち
抄
せ
ざ
る
は
な
し
。
所
謂
二
百
巻

こ
れ
な
り
。
大
蔵
経
七
千
巻
、
刻
楮
内
に
あ
る
も

の
、
わ
ず
か
に
七
冊
な
り
。
則
ち
読
む
と
こ
ろ
の
書
あ
げ
て
数
ふ
べ
か
ら
ず
。

瑞
渓
周
鳳
の
刻
楮
集
に
つ
い
て
(伊
藤
)

一
九
三



一
九
四

と
。
瑞
漢
抄
録
の

『
刻
楮
集
』
の
巻
数
二
百
巻
と
い
う
の
は
、
こ
れ
に
基
い
て
い
る
。
前
記
天
隠
書
写
の
目
録
は
第
百
五
十
九
巻
を

以

て
終

っ
て
い
る
か
ら
、
或
い
は
二
百
巻
と
い
う
の
は
概
数
を
あ
げ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
次
に
こ
の
行
状
の
撰
者
は
、
大
蔵
経
か
ら

の
抄
録
の
少
い
こ
と
に
不
満
の
意
を
漏
ら
し
て
い
る
。
当
時
の
五
山
僧
の
蔵
経

へ
の
関
心
は
浅
く
は
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
禅
録
、
中

国

の
文
学
思
想
等

へ
の
探
求
が
強
く
、
こ
れ
ら
が
五
山
文
学
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
た
。
更
に

年
七
十
七
。
耳
目
未
だ
衰

へ
ず
。
禅
定
の
暇
、
抄
書
作
文
こ
の
道
を
発
揮
す

と
、
瑞
漢
が
老
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
抄
録
に
孜
孜
と
し
て
倦
ま
な
か
っ
た
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
か
れ
の
こ
う
し
た
努
力
は
、
自
己

の
利
用
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
他
人
の
用
に
供
す
る
た
め
で
も
あ

っ
た
。
彼
に
先
立

っ
て
示
寂
し
た
弟
子
の
綿
谷
周
腿
の
行
状
を
綴

り
乍
ら
、
八
十
二
歳
の
か
れ
は
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

一

予
曽

っ
て
書
を
読
み
ほ
ぼ

一
二
を
抄
し
、
こ
れ
に
名
つ
く
る
に
刻
楮
集
を
以
て
す
。
予
抄
す
都
所
の
も
の
亦
こ
れ
を
抄
す
。
然
も

よ
く
そ
の
要
を
節
す
。
細
字
楷
書
便
ち
自
ら
校
雌
し
、
人
を
し
て
観
覧
に
便
な
ら
し
む
(『綿
谷
腿
禅
師
行
状
)』

と
、
簡
明
な
楷
書
体
に
書
き
改
め
、
更
に
原
本
と
対
照
校
訂
を
行
な
い
、
他
人
の
た
め
に
読
み
や
す
く
す
る
と
い
う
配
慮
が
あ

っ
た
。

当
時
五
山
屈
指
の
学
僧
瑞
漢
の
抄
録
本
で
あ
る
か
ら
、
の
ち
天
隠
竜
沢
な
ど
に
よ

っ
て
書
写
利
用
さ
れ
た
の
も
、
尤
も
な
こ
と
と
首
肯

さ
れ
る
。
ま
た
か
な
り
広
い
範
囲
に
権
威
あ
る
抄
録
書
と
し
て
珍
重
が
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
惟
高
妙
安
の

『
玉
塵
抄
』
㎞

大
蔵
経
五
千
四
十
八
巻
ヲ
五
千
四
八
ト
シ
タ
ソ
。
横
川
玄
竜
文

二
五
千
四
八
ト
カ
ケ
タ
ソ
。
松
卿
文
集
ト
云
書

ア
リ
。
北
禅
ノ
刻

へ
　

　

　

楮
ノ
中

ニ
ア
リ

蔵
経
ノ
コ
疏

ニ
カ
イ
タ
ソ

東
福
禅
南
ノ
彰
叔
仙
和
上
五
千
四
八
ト
切
タ
ソ
(二
十

一
42
オ
)

と
あ
る
。
北
禅
は
相
国
寺
寿
徳
院
内
の
瑞
漢
の
寮
舎
、
北
禅
軒
か
ら
く
る
瑞
漢
の
別
称
で
あ
る
。
当
時
の
講
説
の
申
に

『
刻
楮
』
所



引

の
書
が
孫
引
さ
れ
た

一
例
で
あ
る
。

瑞
漢
は
他
人
の
書
籍
を
借
覧
す
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
早
く
返
却
す
る
た
め
に
、
門
生
な
ど
に
手
分
け
し
て
抄
出
さ
せ
た
。
こ
の
た

め
各
冊
が
ぱ
ら
ぱ
ら
に
な
り
、
折
角
書
写
し
乍
ら
そ
の

一
部
を
失
う
と
い
う
事
態
さ
え
起
し
て
い
る
。
前
掲
の

『
綿
谷
腿
禅
師
行
状
』

の
文

に
続
い
て

予
ま
た
他
書
を
借
り
久
し
く
す
べ
か
ら
ず
。
則
ち
こ
れ
を
分
け
各
抄
す
。
各
抄
す
る
こ
と
陸
放
翁
入
蜀
記
の
如
く
是
な
り
。
刻
楮

集
中
に
見
ゆ
。
今
各
そ
の
半
を
欠
く
。

と
あ
る
。
天
隠
書
写
の
刻
楮
集
目
録
の

「四
十
」
の
項
に

『
入
蜀
記
』
の
右
下
に
や
や
小
さ
く

「半
」
の
文
字
の
記
さ
れ
て
あ
る
の

は
、
手
分
け
し
て
書
写
し
た
た
め
に
そ
の
一
半
を
失

っ
た
と
い
う
、
か
れ
の
言
葉
と
符
合
す
る
。
な
お

「十
五
」
項
下
の
知
顯
説
と
い
う

割
注
も
、
瑞
漢
の
と
き
か
天
隠
書
写
の
と
き
か
は
不
明
だ
が
、
逸
失
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
見

る
と
天
隠
が
書
写

し

た
と
き
は

『
刻
楮
集
』
に
か
な
り
の
欠
本
が
あ

っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

(1)

 

②

玉
村
竹

二
氏

の
前
掲

の
論
文
は
、

『
日
工
集
』
が
偶

々

『
刻
楮
』

の

一
群

か
ら
独
立
し
て
両
足
院

目
録

に
記
載
さ
れ

て
い
た
と
き

の
所
論

で
あ

る
が
、

綿
密
周
到
な
研
究

で
あ
り
、
更

に

『
日
工
集
』
に
続

い
て
収

録
さ
れ
て

い
る

『
摩
詞
師
子
吼
集
』

に
ふ
れ
、
大
有
有
諸

の

『
師
子
吼
集
』

で
あ
る
と
論
断

し
、
詩
文

集
と
考

え
ら
れ
て

い
た
が
、
見

聞
録

で
あ
る
と
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

柳
田
征
司
氏

『
国
語

国
文

』

一
九
六
八
年
第

三
十
七
巻
第

九
号
、
市

立
米

沢
図
書

館
蔵

「詩

学
大
成
抄
」

(
「詩
淵

一
滴
」
)
に
就

い
て

瑞
渓
周
鳳
の
刻
楮
集
に
つ
い
て

(伊
藤
)

一
九

五



一
九
六

天
隠
竜
沢

の
抄
出
と
そ
の
後

の
伝
写

前
掲
の
両
足
院
蔵

『
刻
楮
』
に
つ
い
て
の
再
説
と
し
て
、
天
隠
の
抄
出
と
そ
の
後
の
伝
写
に
つ
い
て
眺
め
て
見
よ
う
。

い
ま
明
ら
か

に

『刻
楮
集
』
か
ら
抄
出
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
に

「水
」
五
と
九
が
あ
る
。
「水
」
九
の
第

一
紙
右
上
に

「大
蔵

一
」、

そ
の
下
に

「刻
楮
十
六
」
と
あ
り
、

「水
」
五
の
第

一
紙
右
上
に

「大
蔵

ご

次
に

「拾
遺
」
と
し
て
要
語
の
抜
粋
の
の
ち
、
華
厳

・
浬
桑
両
経

を
抄
出
し
て
い
る
。
こ
の

「水
」
九
に
続
く
も
の
が

「水
」
五
で
、
も
と
は

一
冊
で
あ
り

『
刻
楮
集
L
第
十
六
に
相
当
す
る
こ
と
に
な

り
、
天
隠
所
引

の
刻
楮
集
目
録
の

「十
六
」
の
項
下
に

「大
蔵

一
」
と
あ
る
の
と
符
合
す
る
。
そ
し
て

「水
」
五
の
本
文
二
十
九
紙
、

同
九
の
三
十

一
紙
合
せ
て
六
十
紙
が

『刻
楮
集
』
の

一
冊
分
の
分
量
と
想
像
さ
れ
る
。
な
お

「水
」
五
の
華
厳
経
の
部
の
末
尾
に

長
享
二
年
孟
夏
単
六
抄
了

浬
薬
経
の
部
の
末
尾
に

長
享
二
年
四
月
初
七
抄
了

と
し
て
華
厳

・
浬
薬
両
経
の
部
を
二
日
間
で
写
し
終

っ
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
巻
の
中
に
あ
る
高
麗
蔵
華
厳
経

の
巻
末
刊
記
の
右

に

「建
仁
寺
蔵
殿
有
之
」、
高
麗
蔵
経
浬
梨
経
巻
末
刊
記
の
右
下
に

「建
仁
大
蔵
有
之
」
と
し
、
長
禄
二
年
(
一
四
五
八
)高
麗

へ
蔵
経
請

来

に
赴
い
た
雪
岩
永
嵩
ら
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
高
麗
蔵
経
が
、
建
仁
寺
の
経
蔵
に
収
め
ら
れ
て
か
ら
、
三
十
年
程
し
か
た
た
な
い

目
新
し
い
事
実
な
の
で
特
に
注
記
し
て
い
る
。

『
刻
楮
』
と
い
う
明
記
は
な
い
が
、
瑞
漢
の
抄
録
と
天
隠
の
抄
出
の
期
日
を
示
す
も
の



に

「金
」
五
の
第
十
五
紙
右

『太
平
御
覧
』
抄
録
後
の
次
の
識
語
が
あ
る
。

本
云
。
享
徳
三
年
甲
戊
正
月
十
六
日
。
至
黄
昏
終
之
。

長
享
三
年
己
酉
二
月
四
日
写
之
畢

天
隠
所
引
の
目
録
に
は
こ
の
書
名
は
見
当
ら
な
い
の
で
、

『刻
楮
集
』
の
何
れ
の
巻
に
相
当
す
る
か
明
ら
か
で
な

い
。
更
に

「水
」

第
十
の
第
九
紙
左

『
円
悟
心
要
』
の
末
尾

の
次

の
識
語
も
瑞
漢
の
抄
出
を
伝
え
て
い
る
。

(喬
)

本
云
。
応
仁
三
年
己
丑
六
月
廿
九
日
。
書
干
慧
日
北
栄
。
明
応
八
祀
仲
秋
初
三
写
之

こ
の
中
の
慧
日
と
い
う
の
は
東
福
寺
の
山
号
で
、
同
寺
は
瑞
漢
に
取
っ
て
余
り
法
縁

の
深

い
方
で
な
い
か
ら
奇
異

に
思
わ
れ
な
い
こ

と
も
な
い
。
し
か
し
勝
剛
長
柔
か
ら

『
梅
野
的
聞
』
を
借
覧
抄
写
し
た
り
(『尤
抜
』
宝
徳
二
年
正
月
五
日
条
)、
海
蔵
門
下
の
僧
か
ら

『
済

北
集
』
を
借
用
す
る
(『綿
谷
腿
禅
師
行
状
』)な
ど
、
学
問
的
交
渉
は
緊
密
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
ほ
か
注
記
に
よ
っ
て
天
隠
が

『
刻
楮
集
』
か
ら
抄
出
し
た
こ
と
の
わ
か
る
の
は
、

「金
」
十
、

「水
」
B
等

で
あ
る
。

天
隠
は

『
刻
楮
集
』
か
ら
書
写
す
る
だ
け
で
な
く
、
か
れ
自
ら
抜
粋
し
て
残
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

「木
」
十
の

『南
堂
録
』
末

尾

の

(暮
)

明
応
六
年
丁
巳
莫
秋
渉
猟
畢
　

と
い
う
識
語
は
、
時
代
的
に
言
っ
て
瑞
漢
で
は
な
く
、
天
隠
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た

「木
」
四
の
第
廿
紙
右

『
続
灯
録
』

の
項
に始

於
文
明
癸
卯
仲
冬
下
洗
。
終
於
明
季
孟
阪
十
日
。

瑞
渓
周
鳳
の
刻
楮
集
に
つ
い
て

(伊
藤
)

一
九
七



一
九
八

そ
の
巻
末
の
第
廿
九
紙
左
に

(贈
)

始
干
文
之
十
五
膳
月
上
涜
。
終
干
明
季
孟
春
下
洗

と
い
う
識
語
も
天
隠
の
抄
録
を
示
し
て
い
る
。
前
の
識
語
で
は
文
明
十
五
年
十

一
月
下
旬
に
始
め
、
翌
年
正
月
十
日
に
終

っ
た
と
い

い
、
後
の
識
語
で
は
少
し
遅
れ
て
文
明
十
五
年

の
十
二
月
上
旬
に
始
め
て
、
明
年

一
月
下
旬
に
終

っ
た
と
繰
り
下

っ
て
い
る
の
は
、
記

憶
の
差
異
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
五
十
日
前
後
か
か
っ
て
自
ら
抄
出
し
て
お
り
、
抄
録
本

の
書
写
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
天
隠
は

『
刻
楮
集
』
か
ら
抄
出
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
ま
た
独
自
の
立
場
か
ら
群
書
抜
粋
録
を
作
っ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
即
ち

「木
」
二
の

『
大
慧
普
覚
禅
師
年
譜
』
の
下
に

「黙
雲
集
暑
字
」、
同

『大
宋
国
虚
舟
和
尚
法
語
』

の
下
に

「黙
雲
暑
字
」

「木
」
十
の

『
雪
岩
和
尚
住
潭
州
竜
興
禅
寺
語
録
』
の
下
に
、
「
黙
。
称
字
五
十
五
」
『
高
峰
原
妙
録
』
の
下
に
、
「
黙
。
称
字
五
十
五
」

と
あ
る
か
ら
、

「
暑
」
と
か

「称
」
と
い
う
整
理
文
字
を
使
い
少
な
く
と
も
五
十
五
巻
あ

っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

当
時
の
五
山
僧
に
は
、
仏
教
辞
典
、
禅
宗
辞
典
、
そ
れ
に
中
国
の
文
学

・
思
想
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
百
科
辞
典
と
い
う
よ
う
な
性

質
の
書
物
が
必
要
と
さ
れ
た
。
文
筆
活
動
を
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
仕
事
と
し
て
、
地
味
に
こ
れ
ら
の
資
料
蒐
集
を
行
な

っ
た
の
が
、

瑞
漢
の
抄
録
で
あ
り
、
天
隠
の

『
刻
楮
集
』
か
ら
の
抄
出
と
増
補
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
本
書
に
あ
る
義
堂
の

『
日
工
集
』
は
、
天
隠
書
写
の
刻
楮
集
目
録
に
よ
る
と
、
天
隠
が
書
写
し
て
い
な
い
部
類
に
は
い
っ

て
い
る
。
同
目
録
に
は
確
か
に

「五
十
六
、
慈
氏
日
工
集
」
と
あ
る
が
、
巻
次
に
も
書
名
に
も
、
天
隠
書
写
を
示
す
朱
勾
が
施
さ
れ
て

い
な
い
。
朱
勾
の
脱
漏
で
な
け
れ
ば
、
天
隠
以
外
の
僧
が
抄
出
し
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

天
隠
寂
後
の
追
補
と
い
う
の
は
、

「木
」
九
の

「頑
極
号
頒
軸
」

の
次
の
識
語
か
ら
言
え
る
。



(正
)

現
在
大
竜
。
永
昌
三
年
丙
寅
仲
秋
単
五
写
之

永
正
三
年
(
一
五
〇
六
)
は
天
隠
の
示
寂
後
で
あ
る
か
ら
、

一
山
派
の
僧
の
加
筆
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

以
上
を
要
約
す
る
と
、
両
足
院
蔵

『
刻
楮
』
は
、
①
天
隠
が

『
刻
楮
集
』
か
ら
抄
出
し
た
も
の
、
②
天
隠
以
外

の
人
が

『刻
楮
集
』

か
ら
抄
出
し
た
も
の
、
③
次
項
に
述
べ
る
よ
う
に
天
隠
が

『折
犠
集
』
か
ら
写
し
た
も
の
、
④
天
隠
が
直
接
原
本
か
ら
抄
録
し
た
も
の
、

⑤
天
隠
寂
後
の
追
補
を
含
ん
で
い
る
。
は
じ
め
は
天
隠
の
法
系
で
あ
る

一
山
派
の
僧
に
伝
承
さ
れ
た
が
、
い
つ
の
頃
か
判
明
し
な
い
が

　

黄
竜
派
の
僧
の
手
に
う

つ
り
、
寛
文
四
年
に
は
五
秩
五
十
四
冊
あ

っ
た
。
現
在
は
そ
の
う
ち

「土
」
秩
十

一
冊
を
欠
き
四
十
三
冊
に
な

っ
て
い
る
。

ω

「
水
」
九

の

『
継

林
宝
訓
』
下

に
も

「本

云
。
書
子
慧

日
方
丈
」

の
注
記
が
あ

る
。

堺

鞍

集

た
く
べ
つ

ぺ
つ
せ
ん

次
に
本
書
の
注
記
や
表
題
に
屡
々
出
て
く
る
堺
籔
集

・
簸
線
集
と
は
、

一
体
い
か
な
る
書
で
誰
の
撰
述
で
あ
ろ
う
か
。
蟻
は
磯

.
複

こ

は
ぜ

に

通

じ

、

足

袋

の
義

、

足

袋

は

現

今

の
よ

う

に

小

鉤

で

と

め

る

の
で

は

な
く

、
古

く

は
練

で
結

ん

だ

も

の

で
あ

る
。

こ

の
足

袋

の
紐

を

鞍

線

と

い

い
、

そ

の
紐

は
解

い
て

も

長

く

は

な

い
か

ら
、

特

に

長

じ

た

芸

の

な

い
こ

と

を

い
う

謙

辞

で
あ

る
。

『
太

平

広

記

』

の

「
幹

八

座

の
芸

、
機

線

を
源

く

が

如

し
。

一
条

の
長

き

な

し

」
の
故

事

に
由

来

す

る

と

い
わ

れ

る

。

堺

は

音

タ

ク
ま

た

は

チ

ヤ

ク
、
析

.
堺

と

瑞
渓
周
鳳
の
刻
楮
集
に
つ
い
て

(伊
藤
)

一
九
九



二
〇
〇

と
も
に

「さ
く
」
の
同
義
語
に
用

い
ら
れ
る
。
従

っ
て
堺
犠
集
と
犠
線
集
は
同

一
の
書
名
と
見
て
よ
く
、
抜
粋
書

に
名
づ
け
る
に
は
相

応
し
い
字
句
で
、
中
国
古
典
に
精
し
い
人
の
命
名
で
あ
る
。
本
書
に
出
て
く
る
該
書
の
巻
数
と
本
書
の
秩
番
号
と
書
名
を
表
示
す
る
と

次
の
通
り
で
あ
る
。

『
堺
鞭
集
』
の
文
字
を
使
う
場
合
が
多
く
、

『
犠
線
集
』
の
文
字
を
使

っ
て
あ
る
場
合
は
△
印
で
区
別
し
て
お
く
。

垢
鞍
集
の
巻
次

書
名
(カ
ッ
コ
内
は
咲
別
番
号
)

363331272321181511 141

容
斎
四
筆
(
火
9
)

唐
人
絶
句
集
(同
)

呉
越
春
秋
(同
)

干
家
辞
苑
(
火
9
)

康
瓠
集
(同
)

釈
氏
通
鑑
(
水
1
A
)

泊
川
詩
集
(水
2
)

程
雪
楼
文
集
(火
5
)

方
秋
崖
詩
藁
(火
8
)

予
章
文
集
(
火
1
)

三
山
志
(火
9
)

の

大
蔵
経
(宝
積

・
大
集
)

唐
書
(
金
2
)

詩
人
膏
酸
(
火
9
)

松
郷
集
(同
)

博
聞
録
(同
)

独
番
外
集
続
藁
(水
2
)

蒲
室
集
(同
)

大
激
和
尚
語
録
(同
)

録
(同
)

雪
寳
録
(同
)

口
口
住
澱
州
竜
幡
山
寿
聖
禅
寺
語
録
(同
)

燦
隠
山
扶
宗
集
(同
)

顕
戒
論

(同
)

口
奄
録
(水
2
)

天
隠
文
集
(水
7
)

竺
元



45

六
学
僧
伝
(水
1
B
)

記
纂
淵
海
(
火
9
)

52

橘
山
四
六
(
火
9
)

▲
巻
次
な
し
。
△
宗
鏡
録
(木
7
表
紙
)。
△
大
蔵
(月
蔵

・
大
集
)(木
8
表
紙
)

(
堺
)

長
慶
集
(水
無
番
A
表
紙
)

「
火
」
五
の

『困
学
紀
聞
』
に
つ
い
て
十
紙
程
の
抄
録
が
あ
り
、
更
に

「以
下
重
写
堺
鞭
集
」
と
あ
り
、
同

一
書

に
対
し
て
両
様
の

抄

出
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

「金
」
二
に
は

『
訴
犠
集
』
第
計
三
と
し
て

『
唐
書
』
の
抄
録
が
あ
り
、
巻
末
に
次

の
識
語
が
あ
る
。

本
云
。
応
永
三
十
四
年
三
月
晦
日
。
寓
居
集
雲
中
坊
北
軒
抄
書
畢
　

長
享
元
年
歳
在
丁
未
十

一
月
廿
二
日
。
大
竜
洞
雲
軒
写
之
了
。

『
唐
書
』
は
天
隠
所
引
の
目
録
に
よ
れ
ば
、

『
刻
楮
集
』
の
第
廿
九

・
光
の
両
巻
に
当
り
、
天
隠
の
書
写
し
な

い
部
類
に
属
し
て
い

る
。
天
隠
は

『
唐
書
』
を

『
刻
楮
集
』
に
よ
ら
ず
、
応
永
三
十
四
年

(
一
四
二
七
)
抄
録
の

『玩
鞭
集
』
に
よ
っ
て
書
写
し
た
こ
と
に
な

る
。
応
永
三
十
四
年
と
い
え
ぼ
瑞
漢
の
三
十
七
歳
の
と
き
に
当
り
時
代
的
に
は
無
理
で
は
な
い
が
、
同

一
人
が
同

一
書
か
ら
の
抜
粋
に

対

し
、
た
と
い
内
容
が
変

っ
て
い
た
と
し
て
も
、

一
方
を

『
刻
楮
集
』、
他
方
を

『堺
鞭
集
』
と
名
づ
け
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
得
な
い
。

瑞

渓
の
同
輩
か
先
輩

の
書
名
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と
こ
ろ
が
天
隠
が
明
ら
か
に

『
刻
楮
集
』
か
ら
抄
出
し
た
書
名
に
、
更
に
『
玩
複
集
』

の
巻
次
を
当
て
る
の
は
ど
う

い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
か
。
本
書

「火
」
九
で

『
刻
楮
集
』
一
一十
三
の

『
康
瓠
集
』

『
橘
山
四
六
』

『唐
人

絶
句
集
』
等
が
そ
の
例
で
あ
る
。
瑞
漢
と
同
時
代
に
、
瑞
漢
同
様
の
学
僧

の
抄
録
書
が
あ

っ
た
と
考
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
し
ば
ら
く

疑
問
の
ま
ま
に
し
て
考
校
を
待
ち
た
い
。
最
後
に
両
足
院
蔵

『
刻
楮
』
抄
出
書
名

一
覧
表
を
か
か
げ
て
お
こ
う
。

瑞
渓
周
鳳
の
刻
楮
集
に
つ
い
て

(伊
藤
)

二
〇

一



二
〇
二

両
足
院
蔵

『
刻
楮
』
抄
出
書
名

一
覧
表

⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③
木
秩

十
冊

①

普
灯
(嘉
泰
普
灯
録
)

爽
註
輔
教
編

鍾
津
文
集

本
文
21
紙

②

中
峰
広
録

全
室
集

禅
儀
外
文

蔵
隻
摘
藁

羅
湖
野
録

感
山
雲
臥
紀
談

語

本
文
29
紙

北
醐
文
集

北
燗
詩
集

本
文
21
紙

隆
興
仏
教
編
年
通
論

続
灯
録

蔵
経
目
録

本
文
31
紙

十
三
仏
機
縁

続
僧
宝
伝

纈
林
宝
訓

因
師
集
賢
語
録

本
文
27
紙

無
文
印

宗
鏡
録

日
蔵
経

僧
史
略

南
堂
録

無
門
関

大
慧
普
覚
禅
師
年
譜

虚
舟
和
尚
法

凝
絶
録

増
集
続
伝
灯
録

平
石
録

庸
奄
前
藁

横
川
録

本
文
34
紙

本
文
20
紙

月
蔵
経

大
集
経

本
文
10
紙

大
慧
普
覚
禅
師
宗
門
武
庫

無
方
禅
師
方
外
集

仏
法
金
湯
編

頑
極
号
順
軸

本
文
10
紙

西
巌
和
尚
住
平
江
府
定
慧
禅
寺
語
録

雪
岩
和
尚
住
潭
州
竜
興
禅
寺
語
録

高
峰
原
妙
録

普
灯
録

火
秩

九
冊

①

予
章
先
生
文
集

山
谷
外
集

本
文
22
紙

本
文
16
紙



②

万
花
谷

本
文
22
紙

③

万
花
谷

本
文
37
紙

④

万
花
谷

本
文
26
紙

⑤

困
学
紀
聞

雑
端
集

本
文
27
紙

⑥

誠
斉
文
集

本
文
54
紙

⑦

欠

⑧

程
雪
楼
文
集

方
秋
崖
詩
藁

秋
崖
小
藁

陳
簡
斎
詩
集

本
文
34
紙

⑨

千
家
辞
苑

康
瓠
集

橘
山
四
六

唐
人
絶
句
集

呉
越
春
秋

世
説
新
語

詩
人
膏
酸

松
郷
集

博
聞
録

記
纂
淵
海

三
山
志

本
文
30
紙

⑩

後
村
居
士
集

本
文
31
紙

土
秩

欠
(十

一
冊
)

金
秩

十

一
冊

①

通
鑑

本
文
11
紙

②

唐
書

本
文
20
紙

③

古
今
合
壁
事
類
備
要

風
雅
集

本
文
54
紙

④

古
今
源
流
至
論

欧
陽
文
集

本
文
17
紙

瑞
渓
周
鳳
の
刻
楮
集
に
つ
い
て
(伊
藤
)

新
序

竹
圃
散
人
文

清
容
居
士
集

泳
玉
堂
記

二
〇
三



二
〇
四

⑤

太
平
御
覧

未
斎
小
藁

寿
禅
師
心
賦

韻
語
陽
秋

本
文
24
紙

⑥

鶴
林
玉
露

本
文
31
紙

⑦

若
漢
漁
隠
叢
話

本
文
23
紙

⑧

方
輿
勝
覧

本
文
44
紙

⑨

翰
苑
新
書

宣
話
書
譜

本
文
28
紙

⑩

五
朝
名
臣
言
行
録

刻
楮
集
目
録

東
都
事
略
列
伝

約
斎
居
士
南
湖
集

韻
語
陽
秋

事
物
紀
原

宋
学
士
文
粋

新
刊
分
類

江
湖
紀
聞

本
文
31
紙

⑪

百
川
学
海
標
目

続
前
定
録

欧
陽
年
譜

同
帰
田
録

同
詩
話

同
筆
説

同
試
筆

本
文
20
紙

水
秩

十
三
冊

①
第

一
A

仏
祖
統
紀

釈
氏
通
鑑

本
文
22
紙

②
第

一
B

六
学
僧
伝

釈
氏
資
鑑

増
集
続
伝
灯
録

五
灯
会
元

神
僧
伝

本
文
24
紙

A
B
は
も
と
一
冊
で
あ
っ
た
も
の
。
A
の
表
紙
に
示
す
書
名
は
A
B
両
巻
を
含
む
。
B
の
表
紙
の
書
名
の
文
字
は
雲
外
東
竺
筆
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
と
き
両
巻
と
な
っ
た
も
の
。

③
第
二

枯
崖
漫
録

大
光
明
蔵

月
江
録

橘
州
文
集

率
奄
録

同
外
藁

続
仏
祖
統
紀

雪
岩
外
集

大
休
和
尚
録

「狸
奄
録

退
料
雑
語

独
奄
外
集
続
藁

蒲
室
集

大
激
和
尚
語
録

竺
元
録

雪
寳
録

[
]
住
源
州
竜
幡
山
寿
聖
禅
院
語
録

今
上
皇

帝
宣
師
奏
対
録

藻
隠
扶
宗
集

顕
戒
論

泊
川
詩
集

虚
堂
録

本
文
34
紙



④
第
三

日
用
工
夫
(空
華
日
用
工
夫
略
集
)

分
門
口
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選

唐
詩
鼓
吹

摩
詞
師
子
吼
集

本
文
22
紙

⑤
第
四

大
蔵
経
(宝
積

・
大
集
等
)

本
文
39
紙

⑥
第
五

大
蔵
経
(華
厳

・
浬
藥
経
等
)

本
文
29
紙

⑦
第
六

如

々
居
士
録

天
隠
文
集

山
奄
雑
録

石
門
文
集

本
文
49
紙

⑧
第
七

剣
南
続
藁

放
翁
詩
集

滑
南
集

本
文
27
紙

⑨
第
八

愚
庵
禅
師
四
会
語
録

人
天
宝
鑑

芸
窓
四
六

虚
堂
和
尚
録

本
文
9
紙

⑩
第
九

「大
蔵
録
」

本
文
31
紙

⑪
第
十

石
帆
語
録

海
蔵
和
尚
紀
年
録

維
林
宝
訓

無
量
寿
禅
師
清
規

法
花
戒
環

大
慧
普
説

釈
門
正
統

禅
林
宝
訓

末

宗
録

本
文
36
紙

⑫
無
番
A

白
氏
文
集

焚
川
文
集

冷
斎
夜
話

本
文
27
紙

⑬
無
番
B

義
楚
六
帖

本
文
24
紙

(昭
和
四
+
三
年
九
月
+
日
稿
)

瑞
渓
周
鳳
の
刻
楮
集
に
つ
い
て

(伊
藤
)

二
〇
五


